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「
こ
れ
か
ら
の
診
療
所
は
地
域
密
着
が
キ
ー

ワ
ー
ド
。
住
民
と
緩
や
か
に
つ
な
が
り
な
が

ら
、
患
者
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
困
っ

た
と
き
に
は
相
談
で
き
る
診
療
所
を
目
指
し

た
い
」
と
言
う
。

無
差
別
・
平
等
の

地
域
包
括
ケ
ア
へ

　

片
山
会
長
や
村
井
院
長
と
と
も
に
、
社
会

支
援
部
の
準
備
を
進
め
て
き
た
の
が
、
栃
木

保
健
医
療
生
協
理
事
長
の
関
口
真ま

さ

紀の
り

医
師
。

「
全
日
本
民
医
連
の
第
43
期
方
針
は
、
無
差

別
・
平
等
の
地
域
包
括
ケ
ア
実
現
の
た
め

に
、
民
医
連
以
外
の
団
体
と
の
積
極
的
な
連

携
を
呼
び
か
け
て
い
る
」
と
語
る
。

　

栃
木
民
医
連
は
、
会
長
の
関
口
医
師
が
勤

務
す
る
宇
都
宮
協
立
診
療
所
を
含
め
診
療
所

は
２
つ
し
か
な
い
。
小
さ
な
県
連
の
た
め
、

必
然
的
に
他
団
体
と
の
連
携
を
模
索
し
て
き

た
。

　

栃
木
保
健
医
療
生
協

は
無
料
低
額
診
療
事
業

や
子
ど
も
の
貧
困
問
題

で
、
市
内
の
病
院
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
と
協
力
。
村

井
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
地
域

の
社
会
福
祉
法
人
と
共

催
し
、
子
ど
も
食
堂
や

無
料
塾
も
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
片
山
会
長
と

栃
木
の
宇
都
宮
市
医
師
会
が
昨
年
６
月
、
健
康
格
差
の
解
消
を
目
指
す
新
組
織
「
社
会
支
援
部
」
を
立
ち
上
げ
た
。

貧
困
や
孤
立
な
ど
社
会
的
な
環
境
が
健
康
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
が
、

地
域
の
医
師
会
が
こ
う
し
た
社
会
問
題
に
取
り
組
む
の
は
全
国
的
に
も
珍
し
い
。

新
組
織
に
は
栃
木
保
健
医
療
生
協
も
か
か
わ
っ
て
お
り
、
地
域
連
携
の
一
環
と
し
て
も
注
目
さ
れ
る
。

力
も
得
て
、
体
操
教
室
や
子
育
て
支
援
団

体
、
子
ど
も
食
堂
、
自
助
グ
ル
ー
プ
、
就
労

支
援
機
関
な
ど
の
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
と
連
携
し
て
こ
う
し

た
社
会
資
源
を
提
供
す
る
。

　

活
動
方
針
の
２
点
目
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
減
塩
や
肥
満
の
予
防
と
い
っ
た
健
康
教
育

を
行
う
こ
と
。
３
点
目
は
、
社
会
的
な
環
境

が
健
康
に
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
を
広
く
情

報
発
信
す
る
予
定
だ
。

　
「
健
康
格
差
を
解
消
す
れ
ば
、
病
気
が

減
っ
て
市
民
は
幸
福
に
な
る
し
、
結
果
的
に

医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な
が
る
。
貧
困
に
置

か
れ
た
子
ど
も
は
ア
レ
ル
ギ
ー
や
虫
歯
が
数

倍
も
多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
」
と
片
山

会
長
。

　

一
般
的
に
保
守
的
と
も
言
わ
れ
る
医
師
会

が
、
社
会
問
題
に
取
り
組
む
の
は
珍
し
い
。

「
医
師
会
の
仕
事
は
会
員
と
市
民
の
双
方
の

た
め
に
あ
る
。
医
師
は
社
会
貢
献
の
意
識
が

高
い
人
が
多
く
、
会
員
の
理
解
も
得
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
。
時
間
は
か
か
る
が
、
い
ず

れ
は
『
健
康
都
市
・
宇
都
宮
』
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
た
い
」
と
話
す
。

臨
床
家
と
し
て
の
出
発
点

　

宇
都
宮
市
医
師
会
理
事
と
し
て
、
社
会
支

援
部
立
ち
上
げ
に
力
を
発
揮
し
た
の
が
、
村

井
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
村
井
邦
彦
院
長
。「
治
療

を
し
た
ら
同
じ
生
活
環
境
に
戻
し
て
い
い
の

か
と
、
疑
問
に
思
う
患
者
さ
ん
も
い
る
。
臨

床
家
と
し
て
の
出
発
点
に
立
っ
た
と
き
、
患

者
の
社
会
的
背
景
を
考
え
る
の
は
当
た
り
前

の
こ
と
」
と
話
す
。

　

宇
都
宮
市
は
も
と
も
と
「
在
宅
ケ
ア
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
栃
木
」
や
「
在
宅
緩
和
ケ
ア
と
ち

ぎ
」
な
ど
多
職
種
の
勉
強
会
が
盛
ん
で
、
従

来
の
医
療
モ
デ
ル
に
は
と
ら
わ
れ
ず
患
者
の

社
会
面
、
心
理
面
に
着
目
す
る
医
師
が
多

い
。

　

た
だ
、
社
会
資
源
を
提
供
し
て
も
興
味
を

示
さ
な
い
患
者
も
い
る
。「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
ら
、
患
者

と
社
会
資
源
の
〝
つ
な
ぎ
役
〞
を
養
成
す
る

た
め
の
研
修
も
必
要
で
は
な
い
か
」
と
指
摘

す
る
。

　

村
井
院
長
は
地
域
で
健
康
祭
り
を
開
き
、

Ｓ
Ｄ
Ｈ
（
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
）
に
つ

い
て
の
講
演
も
た
び
た
び
行
っ
て
い
る
。

医
師
会
が
健
康
格
差
に
挑
戦　

村
井
院
長
、
関
口
医
師
は
、
日
本
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
で
も
活
動
す
る
千ち

嶋し
ま

巌
い
わ
お

医
師
（
国
立
病
院
機
構
栃
木
医
療
セ
ン

タ
ー
）
ら
と
と
も
に
Ｓ
Ｄ
Ｈ
や
社
会
的
処
方

の
勉
強
会
を
開
い
て
き
た
。
こ
う
し
た
取
り

組
み
が
社
会
支
援
部
の
発
足
に
つ
な
が
っ

た
。

　

関
口
医
師
は
「
従
来
の
つ
な
が
り
を
超
え

た
運
動
の
形
が
出
て
き
て
い
る
。
そ
れ
だ
け

貧
困
な
ど
社
会
問
題
が
深
刻
化
し
、
心
あ
る

人
が
声
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で

は
な
い
か
」
と
指
摘
す
る
。

と
い
う
川
に
落
と
し
て
い
る
〝
上
流
〞
の
社

会
的
要
因
を
取
り
除
か
な
い
限
り
、
患
者
は

増
え
る
ば
か
り
」
と
、
取
り
組
み
の
動
機
を

語
る
。

　

社
会
支
援
部
の
主
な
活
動
方
針
は
３
点
。

１
点
目
は
、
医
師
が
診
察
室
で
貧
困
や
孤
立

な
ど
疾
病
以
外
に
も
患
者
が
抱
え
る
問
題
に

着
目
。
問
題
に
応
じ
て
患
者
を
支
援
す
る
地

域
の
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

を
紹
介
す
る
。

　

医
師
会
独
自
に
「
社
会
的
処
方※

の
た
め
の

気
づ
き
シ
ー
ト
」
を
作
成
。
宇
都
宮
市
の
協

栃
木
県
宇
都
宮
市

文
・
新
井
健
治
（
編
集
部
）
写
真
・
酒
井
猛

　

昨
年
11
月
26
日
、
栃
木
県
で
最
大
の
発
行

部
数
を
誇
る
「
下し
も

野つ
け

新
聞
」
１
面
に
、「
社

会
が
健
康
脅
か
す
」
と
の
見
出
し
が
躍
っ

た
。
記
事
は
失
業
や
低
所
得
、
パ
ワ
ハ
ラ
な

ど
で
健
康
を
損
な
う
県
民
の
姿
を
追
っ
た
連

載
の
１
回
目
。
健
康
情
報
を
掲
載
す
る
新
聞

社
は
増
え
て
い
る
が
、
疾
病
の
背
景
に
本
格

的
に
迫
っ
た
連
載
は
画
期
的
だ
。

　

健
康
は
個
人
の
資
質
と
考
え
る
人
も
い
る

が
、
雇
用
形
態
や
所
得
を
は
じ
め
、
教
育
・

食
事
な
ど
子
ど
も
の
頃
の
家
庭
環
境
、
家

族
・
友
人
な
ど
人
と
の
つ
な
が
り
と
い
っ
た

社
会
的
な
環
境
が
、
大
き
な
格
差
を
生
ん
で

い
る
こ
と
が
各
種
デ
ー
タ
か
ら
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
。

　
「
社
会
支
援
部
」
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

連
載
に
協
力
し
た
の
が
宇
都
宮
市
医
師
会
。

会
長
の
片
山
辰た

つ

郎ろ
う

さ
ん
（
片
山
医
院
院
長
）

は
「
私
た
ち
は
川
の
〝
下
流
〞
で
患
者
を

待
っ
て
い
る
だ
け
で
い
い
の
か
。
人
を
病
気

健康格差の連載が始まった 2019年 11月 26日の下野新聞１面

カンファレンスに臨む関口医師（右から２人目）。宇都宮協立診療所で

村井クリニックの村井院長

宇都宮市医師会の片山会長

※社会的処方　薬など医学的な処方に対して、貧困や孤立といった患者の社会状況を改善することで
　健康を取り戻すこと


